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：幅200㎝ 長さ600㎝ 高さ100㎝の補助台もしくはそれに準じた台を設置し、その上に通常の
　跳馬用着地マット(200x600x20)を設置しその上にﾋﾟﾀﾘﾏｯﾄ(200x600x10)を設置する。

：着地マット(200x600x20)を2×5枚敷き100㎝の高さの着地スペースを設営、
　その上に通常の着地マット、ﾋﾟﾀﾘﾏｯﾄ(200x600x10)を設置する。

：幅200㎝ 長さ600㎝ 高さ100㎝のポディウムに準ずる台（セノーもしくは会場設営業者※各開催地手配）
　を設置し、その上に通常の跳馬用着地マットを設置し,その上にﾋﾟﾀﾘﾏｯﾄ(200x600x10)を設置する。

鉄棒 ２m６５cm ２０cm
設置案１

設置案２

設置案３

✻女子Ｃクラス跳馬の部分に修正がございます。ご確認ください

一般社団法人　全日本ジュニア体操クラブ連盟

　　　　　130㎝
１m６５cm １２cm

１m７５cm ２０cm
＊一般認定器具で高さ１６５cm、両棒間の幅調節ができるものがあれば良い。（設置の際は業者に確認）

２０cm

Ｃクラス跳馬

□Cクラス（小学１年～小学６年）※Ｃクラスは跳馬を使用しない。

１m８０cm

平均台
１m２０cm

メジャーは着地マットの一番先端を「０㍍」とする

１２cm

器械種目

平行棒 　　　　110㎝

床面からの高さ マットの高さ □Ａクラス（小学５年～中学３年）

２m８０cm
つ り 輪

床面からの高さ マットの高さ
１m２５cm ２０cm□Ａクラス（小学５年～中学３年）

１m６５cm
１２cm

跳 馬 １m３５cm

（１）ゆかを除く３種目では最大１０cm程度の着地マットを使用しなければならない。（本会場３枚、練習会場３枚）

平行棒

～２７年度 男子器械種目寸度表～ ～２７年度　女子器械種目寸度表～(修正版）

□選手権１部（中学２年～高校３年） □選手権２部（中学１年～高校３年） □選手権１部（小学６年～高校３年） □選手権２部（中学３年～高校３年）
器械種目

あん馬 １m１５ｃｍ～１m１６cm １０cm
器械種目 マットの高さ

　２０cm　
鉄 棒

段違い

床面からの高さ

　２０cm　

２m４５cm

跳馬 １m２５cm

２０cm
２m００cm ２０cm

２m５０cm
１m８０cm

１m７０cm
１m９０cm １２cm

２０cm

跳 馬 １m２５cm ２０cm

□Ｂクラス（小学３年～小学６年）（一部規定演技を含む自由演技）

器械種目 床面からの高さ マットの高さ

１２cm２m４５cm
１m８０cm

平行棒
１m８５cm １２cm
１m９５cm ２０cm

１m８０cm

あん馬 １m１５ｃｍ １０cm

鉄棒 ２m７５cm ２０cm

つ り 輪

１m６５cm

２m６５cm

１m２５cm ２０cm

段違い

□Ｂクラス（小学１年～小学６年）

１m７０cm
２０cm

器械種目 床面からの高さ マットの高さ

２m５０cm

着地面より1m30㎝

あん馬
※身長の低い選手に対し、飛びつき台を別途用意する。

平均台
１m２０cm １２cm

 跳馬　
つ り 輪 ２m６５cm ２０cm

１m１５ｃｍ
１０cm

10㎝のピタリマット

跳 馬 １m１０cm ２０cm

※Bクラス跳馬について
床面からの高さ 着地マットについて

１m１０cm

幅200㎝ 長さ600㎝ 高さ100㎝ の補助台又は同じ高さま

で積み上げたマット等

着地マット


